
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

支援対象者数及び認定企業数は順調に推移しているため、引き続き他事業とも連携しながら事業周知を実施していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

支援対象者が増加しているものの、認定企業に奨学金を利用する学生の採用が少なかったため目標数に届
かなかったもの。一方で認定企業数は想定を上回る増加であり、今後の目標達成につなげていく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

110 150 134 150 150 150

↓

アウトカム
成果指標1

支援対象者数【単位：人】 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

369 380 449 460 460 500

人工

指標

アウトプット
活動指標1

認定企業数（累計）【単位：社】 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.67 人工

令和7年度予算額 53,000 千円 うち特定財源 53,000 千円 正規職員業務量 0.67

正規職員業務量 0.67 人工

令和6年度決算額 31,817 千円 うち特定財源 31,817 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.67 人工

令和6年度予算額 50,000 千円 うち特定財源 50,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

当該事業を通じて、認定企業への就職者数が増加することにより、企業の人手不足解消に寄与するとともに、若者の地元定着
を促進する。

他都市の状況

政令市では仙台市、千葉市、新潟市、浜松市、名古屋市、北九州市で実施しているほか、道内では旭川市、釧路市、函館市、
苫小牧市等１５市町村が実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 22,791 千円 うち特定財源 22,791

施策名 安心して働くことができる魅力的な雇用が安定的に確保されるとと

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

就職を機に道外へ転出する若者が後を絶たず、特に２０代の転出超過が継続している。また、大学生の約半数が奨学金を利
用している状況であり、将来に不安を抱える若者が少なくない状況。そこで、札幌市が認定する企業へ就職した学生等に奨学
金の返還金を一部補助する事業を実施している。
（日本学生支援機構　令和４年度「学生生活調査」の奨学金利用者　大学（昼間部）５５．０％）

事業内容
（何を実施し）

学生が地元企業へ目を向ける機会を作り、若者の地元定着の向上を目指すため、学生時代に貸与型奨学金を
利用した者が、札幌市が認定する企業等へ就職し、さっぽろ圏内に居住した場合、就職後２年目～４年目に年間最大１８万円
を３年間（最大５４万円）支援する。

事業名 奨学金返還支援費
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